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	vol.7
	変えられる社会を、 変える側に回る。
	全国各地で 地方議員を公募しています。


	ToGikai
	後援会(無料)の ご登録はこちら
	会員数 500人突破！

	都政レポートを折込・ポスティングしました
	・3月27日に令和8年第一回定例会が閉会し、令和8年度当初予算案や 　関連議案の審議が終えられた。 ・第一回定例会で成立した予算に基づき、各局では新年度事業の執行 　が始まった。 ・議会活動としては、成立した予算や各施策が現場でどう運用される 　かを確認する期間となった。 ・次回の令和8年第二回定例会は6月に予定されており、 　新年度事業の進捗や都政課題について改めて議論される。


	4月の東京都議会
	3月に第一回定例会が閉会し、令和8年度予算が成立しました。議会としての大きな節目は一区切りを迎えましたが、都政の取り組みはここからが本番です。4月は本会議や委員会の開会はないものの、成立した予算に基づく事業が順次動き出す時期でもあり、その中身を改めて確認し現場でどのように機能していくのかを見ていく重要な期間となりました。予算の議論を経て見えてきた課題を踏まえ、制度の理解を深めながら次の議論に向けた準備を進めています。
	こうした中、厚生委員会で北海道に視察に行き、福祉・医療・生活分野における先進的な取り組みや現場の課題について調査を行いました。北海道庁では、全国でも先進的に制定されたケアラー条例についてお話を伺い、ヤングケアラーに限らず、ビジネスケアラーやダブルケアラーなど多様化するケアの担い手をどう支えるかという視点
	の重要性を改めて認識しました。制度として整備するだけでなく、認知や理解を社会全体に広げていくことの難しさと必要性についても、実務を担う方々との意見交換を通じて実感しました。また、障がい児・者福祉の現場では、当事者や家族の想いが制度を先導してきた実践に触れました。行政の制度が整う前から、当事者同士が支え合いながら環境をつくってきた歴史があり、その積み重ねが今の支援につながっていることを目の当たりにしました。東京にそのまま当てはめることは難しい側面もありますが、当事者を孤立させない仕組みをどうつくるかという点は、引き続き取り組むべき重要なテーマです。さらに、動物愛護管理の現場も視察し、「命を守る」という観点をどのように行政として具体化していくかについて考える機会となりました。
	東京都においても、動物愛護と管理の両面から、より実効性ある取り組みが求められていると感じました。
	制度があることではなく、それが実際に機能しているか、必要な人に届いているかという視点を持ち続けながら、引き続き現場と都政をつなぐ役割を果たしていきたいと考えています。
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